
在宅支援と薬剤師 ～最近の活動について～
美濃病院薬局 薬剤師より

今年度、美濃病院及び美濃市の調剤薬局の薬剤師が月に１度集まり、

「みの在宅支援薬剤師ミーティング」を開催しています。

このミーティングは「在宅支援」を軸に地域の薬剤師の連携力を高め

より質の高い医療（薬剤療法）の提供につなげていくことを目的として

立ち上げられたもので、日頃の業務の中で遭遇する在宅薬剤管理の問題点についても情報共有を行い、

薬剤師ならではの視点を盛り込みながら問題解決のための意見交換等を行っています。

在宅・施設でのお薬の管理について薬剤師が関わることで解決出来ることもいろいろあると思いますの

で、日頃担当されている地域の方のお薬のことでお困りのことがありましたら、お近くの薬局又はかか

りつけ薬局の薬剤師まで、是非ご相談ください。

在宅医療支援センター便り
Vol.8 令和３年12月

0575-33-1221（美濃病院代表）
TEL：0575-31-0030（在宅医療支援センター直通） FAX：0575-33-4724

〒501-3746 岐阜県美濃市中央４－３

地域の皆様のご意見を参考にして退院時サマリーの見直しを行いました。

新たに「退院時患者情報提供書」と名称を変更し12月より運用開始しました。

今後も地域の皆様にわかりやすく役立つ情報を提供できるよう努力していきた

いと思います。ご意見をお待ちしております！

今年もお世話になりました

片知のお山に三度雪が降れば里にも雪が降り

てくる・・・。まもなく師走の空に雪が舞うよ

うになりそうですね。今年は新型コロナウイル

ス感染症の影響で大変な一年でした。様々な制

限がある中、地域の皆様からは温かいご支援、

ご協力を賜り心より感謝しております。

来年も地域の皆様との連携協働を大切に頑張

ります。

医療介護連携勉強会を開催しました♪

11月16日（火）医療介護連携勉強会を２年ぶ

りに開催しました。「在宅支援と薬について」を

テーマに講演と意見交換会を行いました。

コロナ禍で人数制限を設けた中での開催でしたが、

貴重な時間を過ごすことができました。

参加いただいた皆様、ご協力ありがとうございま

した。次回開催をお楽しみに♪

運用開始しました！“退院時患者情報提供書”



令和3年度 第1回「医療介護連携勉強会」 令和３年11月16日（火）13：30～15：00

１．参加者：合計44名 地域から：37名 美濃病院：8名 （アンケート回収率95％）

２．参加者内訳 （職種別）

３．勉強会についてのご意見

① 講義「在宅支援と薬について」（アンケート一部抜粋）

テーマ：在宅支援と薬について

日頃の薬の管理で
困っていることなど
たくさんの意見が

出ました

認知症の方に対しての
薬の支援について

お話してもらいました

ご協力ありがとうございました
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② 意見交換会「薬について」（一部抜粋）

③ 開催形式・開催時間について

・薬の存在がネックになっている事が多いと感じ、介入するきっかけにしたいと思った

・様々な現場の状況で薬の“飲めている”と判断する基準が違っていることが新鮮だった

・在宅、施設ともに服薬の大切さがわかった　それを医療関係者に分かってもらえて良かった

・専門職であって専門職以外の事も携わる事が必要な時代になってきているのかと思った

・それぞれの立場で薬を扱うことの不安感がリアルに共有できて良かった

・支援で困っている利用者の事例について対応やアドバイスを頂くことが出来て良かった

・薬の重要性は在宅、施設でも変わらないが、在宅で確実に服用するのは非常に難しい

・久しぶりのグループワーク　やはり顔を合わせて交流が持てるのは良い機会だと思った
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意見交換会について

・毎日職場で薬について考えさせられるので、研修がとても参考になった

・現場での問題点が色々わかり、薬剤師としてやらなければいけないことも考えることが出来た

・在宅での薬の管理で苦労されていることが多いことが分かった。

・薬剤師の方とも気軽に情報共有できると良い

・薬の自己管理ができない人への薬剤師の介入が大切であることを理解した

・認知症の人への服薬支援の共通問題を知ることができた

・薬剤師による在宅訪問の実際について聞きたかった

・時間をかけてもっと詳しく聞きたかった


